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済統計からは、現金通貨が多用される姿が映し出される。経済規模に比べ 現金通貨の流通量は なり多 実質貨幣残高 （現金通貨の流通量のＧＤＰ比） 東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ） も最も高い。
　国民が多くの現金通貨を抱えているとい




















　税収 73,253 3.6 一般歳出等 164,444 8.1
　国有企業納付金 45,799 2.2
国有企業



























































































































































ことに尽きる。そもそもお金は、貯蓄手段と、取引・決済手段として用いられる。こうした用途 対して、現金通貨ほど使い勝手のよい金融手段が、ミャンマーではあまり流通していないと考えられる。確かに製品は、貯蓄手段として普及している。しかし、筆者が見聞きする範囲では 金製品は借金の際の担保として頻繁に用いられるが、換金されることは少なく、換金率も良くないようである。また、金製品が決済に用いられているというようなことも 稀な
ようである。利便性（流動性）という点では、金製品に比べて現金通貨チャットに軍配が上がるのかもしれない。
　銀行預金が普及していないことも、現金
通貨への需要を支えている。表２には、ＡＳＥＡＮ各国の銀行預金のＧＤＰ比も併記している。こ 表からも、銀行を通した決済が普及しているシンガポールやマレーシアで、実質貨幣残高が低いことが示されいる。対照的に、ミャンマーでは、預金量でみた銀行部門の発展度は、ＡＳＥＡＮの中でも最も低い。こう た銀行部門の低迷は、ミャンマーの不安定なマクロ経済環境を考えると、致し方ないと える。
　ＡＳＥＡＮ各国との比較で、もう一点注
意したいのが、国内での外貨の流通である。インフレーションが高 国では 現地通貨に代わって、価値の安定し ＵＳドルなどの外貨が、貯蓄・取引手段として流通する、「ドル化」が進むことがある。カンボジアやラオスは、その好例である。表２にはドル化の指標として、各国の銀行部門の預金に占める外貨建て預金 割合 示している。この指標からも、カンボジアやラオスでドル化が進んでいることが窺える。これら両国では、現地通貨の流通が外貨に置き換えられており、銀行部門が未発展であ にもかかわらず、実質貨幣残高が低い。
　カンボジアやラオスと比較すると、ミャ
ンマーではドル化が進んでいないことも、現地通貨チャットが多用される一因である





















ミャンマー 16.7 8.5 14.6
カンボジア 5.7 16.4 95.8
ラオス 2.3 15.4 67.5
ベトナム 15.3 54.2 30.0
インドネシア 4.7 40.1 11.5
マレーシア 6.4 98.5 3.7
フィリピン 5.4 50.3 32.9
シンガポール 7.5 106.4
















の関係について考えてみよう。まず、規制の下で貿易が低迷していること ドル化の進展を抑える方向に作用すると考えられる。貿易の低迷で、ブラックマーケットも含めて外貨の流通量が少ないと うこ は、外貨の使い勝手（流動性）の悪さにつ がる。例えば、 買い手 ければ、外貨を持った場合に、 を探すというコストが付きまとうことになる。
　また、外国為替・貿易規制自体も、外貨





変化は訪れるのだろうか。 近年 ミャンマーは天然ガス資源開発に成功し、政府に巨額の外貨収入がもたらされ、経常収 黒字に転じている。裁量的な外国為替・貿易規制が、政府部門の外貨不足 解消を意図してきたとすれば、天然ガス輸出収入によって経常収支が改善したことで、経済成長に向けて規制緩和を打ち出すこ も可能なはずである。しかし 現実には、規制が強化される兆しが見られる。また インフレーションも一向に改善されない。
　天然資源に恵まれた国で経済成長が鈍く
なる、 「資源の呪い」という現象がある。資源の呪いにはさまざまな説明付け なされているが その一つは、天然資源からの収入によって、非効率な経済政策が温存されてしまうというものであ 。ミャンマーも濡れ手に粟の天然ガスを得て、改革をさらに先送り 、結果的に経済 低迷が長期化することも懸念される。
（くぼ 　こうじ／在ヤンゴン海外派遣員）
??
ミャンマー軍政の20年─何が変わり、何が変わらなかったのか
